
 

上半期を終え、10月を迎えました 
 

 学校近くの岡野橋を過ぎるとキンモクセイの香りがします。

校庭の銀杏の葉も一部色づいてきました。例年より２日早く始

まった２学期も、早 10 月を迎えました。 

 体育祭では、心をひとつにして、声を掛け合いながら生き生

きと躍動する生徒たちの姿に感動するとともに、大きな声援や

拍手、そして演技への出場で全体を盛り上げていただいたご家

族や地域の皆様の温情に胸がいっぱいになりました。事後、生

徒たちが体育祭の写真を切り取って、絵巻物のように貼り合わ

せて教室や廊下に飾っています。生徒たちの楽しそうな表情やきりっとした横顔、

今にも動き出しそうな集団での姿など、ひとつひとつの写真に青春のかっこよさ

が光っています。また、ご覧いただければと思います。 

 ９月は、体育祭の他にも感動の場面がありました。紹介します。 

＜感動その１＞ 

 15 日(日)は大屋小学校の運動会。その開会式

の冒頭、本校の谷垣教諭の指揮棒がさっと動く

と、本校の吹奏楽部によるファンファーレが響き

渡りました。思わず「かっこいい！」と感激。引

き続いて、マーチの演奏による大屋小の児童の入

場と総行進。息の合った素敵な行進でした。 

部員も、卒業した母校の懐かしい運動場で後輩のために演奏することに、感慨

もひとしおではなかったかと思います。この模様は、新聞にも取り上げていただ

き、記事として掲載されました。「来年度もぜひ！」という言葉もいただいており、

小学校と相談しながら取り組んで行きたいと思います。 

＜感動その２＞ 

 12 日(木)には、明延区長であり、「鉱石の道」明延実行委員会会長の小林史朗さ

んにお越しいただき、にぎやかだった頃の明延の様子、閉

山後の状況、そして地域活性化に向けた取組の苦労やや

りがい、一円電車にかける思いなどを全校生に話してい

ただきました。小林さんが生徒たちの熱心に聞き入る姿

に感動され、涙ぐまれる場面もあり、胸がじんと熱くなり

ました。 
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 このお話を受けて、15 日(日)には３年生２人がボラン

ティアとして、20 日(金)には１年生全員が「総合的な学

習の時間」の活動として、22 日(日)には２年生３人と３

年生３人がボランティアとして明延に行き、一円電車の

延伸作業の話を聞いたり、実際に作業を手伝ったりしま

した。枕木にはグループごとに自分たちの名前を書き、

作業の記念にしました。「中学生が来てくれたおかげで、

ようできたわ」「よう働いてくれた。ありがとう」といっ

た声をかけていただきました。 

 この一連の活動の様子は、テレビの報道番組で１０月

前半に放映される予定です。放送日や放送時間等につい

ては、分かり次第ご案内いたします。 

 

 

 

＜感動その３＞ 

 25 日(水)には、但馬中学校秋季陸上競技大会が豊岡総合スポーツセンター陸上

競技場で行われ、本校から 10 人の生徒が出場しました。６月の大会と同様に、自

主的・主体的に参加を決め、短い期間ながら計画的に練習を積み上げ、出場して

くれたことを誇らしく思います。 

結果は次のとおり。積極的なチャレンジがもたら

す大きな成果として、新たな自信につないでくれる

ことを願っています。 

 

 

 

 また、29 日(日)には、但馬中学校新人野球大会で本校の野球部が植村直己記念

スポーツ公園野球場で城崎中学校と対戦しました。今まで以上によく声を出し、

攻守ともに随所に名場面がありつつも、特別延長の末のまさに惜敗！ 応援に力

も入りました。野球初心者も多い中、よくぞここまで上手くなったと感動する一

方で、さらに力をつけてもらいたいとエールを送っているところです。 

今週末の 5 日(土)には卓球部とソフトテニス部、12 日(土)にはバレーボール部

の新人戦があります。これまでの練習で身につけてきた力を存分に発揮してくれ

ることを期待しています。 

来る 10 月 6 日(日)は、明延で「一円電車まつり」が開催されます。 

ぜひ、会場に足を運んでいただき、このたびの生徒たちの作業の足跡もご覧いただけれ

ばと思います。 

レールの敷設作業の様子 

枕木へのサイン 

１・２年女子走り幅跳び 小畑美波さん 第３位 

男子砲丸投げ      安達建斗さん 第７位入賞 

共通女子４×100m リレー 第７位入賞 

リレー：藤尾さんから小倉さんへ 

10 月になり、秋も深まりを見せてきます。 

秋ならではの心地よさや華やぎのせいか、心揺れ動く季節でもあります。お子様の

生活の様子や学習の状況、友達関係等に今一度、目配り・気配りをお願いします。 

 学校においても、秋らしさの中で、心落ち着かせる静かなひと時を１日のどこかで

持たせたいと思っています。 

お願い 


